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日
本
遺
産
に
指
定
さ
れ
た 

総
持
寺
訪
問 

総
持
寺
の
ま
ち
の
散
策

と
総
持
寺
参
拝 

7
月
9
日
、
総
持
寺
散

策
・
訪
問
は
、
高
槻
市
・
茨

木
市
全
域
で
「
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）
雷
、
強
風
注

意
報
」
が
出
て
中
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
今
ま
で
の
下
調

べ
結
果
を
報
告
し
ま
す
の
で

今
後
訪
問
の
参
考
に
し
て
下

さ
い
。 

総
持
寺
町 

三
島
村
は
、
大
阪
府
三
島

郡
に
あ
っ
た
村
。
現
在
の
茨

木
市
の
南
東
部
、
阪
急
京
都

本
線
・
総
持
寺
駅
の
周
辺
に

あ
た
る
。
現
在
の
摂
津
市
で

あ
る
三
島
町
と
は
別
の
区
域

に
所
在
し
た
。 

総
持
寺
と
い
う
地
名
は
南

北
朝
期
に
す
で
に
見
ら
れ
ま

す
が
、
寺
内
町
を
形
成
し
て

い
た
わ
け
で
も
な
く
、
総
持

寺
を
中
心
と
し
た
近
郊
農
村

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸

時
代
の
資
料
に
よ
る
と
門
前

に
参
詣
客
を
相
手
と
し
た
宿

が
数
多
く
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 

       

幹
線
道
路
か
ら
離
れ
た
、

小
高
い
丘
の
上
に
総
持
寺
の

古
い
町
並
み
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
都
市
近
郊
の
駅
前

に
近
い
立
地
で
あ
り
な
が
ら

地
形
的
に
周
辺
か
ら
隔
絶
さ

れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
静

か
で
時
間
の
流
れ
も
周
囲
と

は
異
な
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚

え
ま
す
。
総
持
寺
を
起
点
に

東
へ
200
ｍ
ほ
ど
の
狭
い
エ
リ

ア
の
中
に
複
数
の
大
き
な
豪

農
級
の
屋
敷
を
中
心
と
し
て

細
い
路
地
裏
に
も
漆
喰
の
土

蔵
や
虫
籠
窓
を
設
え
た
伝
統

的
な
佇
ま
い
の
町
家
な
ど
が

整
っ
た
状
態
で
残
さ
れ
て
い

る
。 

総
持
寺 

藤
原
山
蔭
が
、
幼
少
時
に

継
母
に
川
に
捨
て
ら
れ
た
が

父
の
藤
原
高
房
に
観
音
の
祭

日
で
あ
る
た
め
に
助
け
ら
れ

た
大
亀
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、

そ
れ
に
感
激
し
た
高
房
が
亀

に
乗
っ
た
観
音
菩
薩
像
を 

製
作
さ
せ
て
祀
っ
た
の
が
起

源
と
さ
れ
る
。 

寺
号
の
石
標 

     

山
門
の
手
前
右
側
に
、
贔

屓
（
ひ
い
き
）
に
乗
せ
ら
れ

た
寺
号
の
石
標
が
建
っ
て
い

ま
す
が
、
総
持
寺
の
草
創
に

は
亀
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。 但

し
、
贔
屓
は
龍
が
生
ん

だ
９
頭
の
神
獣
・
竜
生
九
子

の
一
つ
と
さ
れ
、
中
国
の

伝
説
上
の
生
物
で
、
亀
に

似
て
い
ま
す
が
亀
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

竜
生
九
子
は
、
そ
れ

ぞ
れ
姿
形
も
性
格
も
異

な
っ
て
い
ま
す
。
各
々

の
性
格
に
合
わ
せ
た
場

所
で
各
々
の
活
躍
を
見

せ
る
が
、
親
で
あ
る
竜

に
な
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

を
「
竜
生
九
子
不
成

竜
」
と
言
う
。
ま
た
、

兄
弟
で
も
性
格
が
違
う

事
を
指
し
て
こ
の
言
葉

を
用
い
る
事
も
あ
る
。 

次
男
は
螭
吻
（
ち
ふ
ん
） 

鴟
吻(

し
ふ
ん)

と
も
表
記
さ

れ
る
。
形
状
は
獣
に
似
て

い
る
。 

       

遠
き
を
望
む
こ
と
を
好

む
。
ま
た
一
説
で
は
口
に

大
量
の
水
を
含
ん
で
い
る

と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

日
本
の
鯱
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

※
詳
細
は
、
Ｖ
Ｇ
槻
輪
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
下

さ
い
。 

 

 

会 報  第 １ ９ １ 号  

発行日 令和 ２年 ８月 １日 

発行・編集 Ｖ･Ｇ 槻 輪 

代表者   大 岡 成 一 

http://web1.ibj.co.jp/~kirin 

わ
が
ま
ち
紹
介 

“不用メガネリサイクル活動再開” 

一時中断していたメガネリサイクル活動を

再開します。 

引き続きご協力 宜しくお願いします。 

収集は コロナ問題で足踏みしていましたが

最近、藤井スリランカ友の会 会長 と大岡会長

と活動継続の確認が取れました。 

諸事情でリフレッシュ工程について、メガネ

の三城から大阪市内江戸堀のR-GLASSにボ

ランティアとして引き受けて下さることにな

りました。 

このメガネリサイクル活動は、日本とスリ

ランカの交流の窓口として諸活動をされてい

る関西スリランカ友の会の中の活動の一つで

す。VG槻輪も協力し続けています。 

仏教信心に篤いスリランカの人が死後の生

を願い、角膜を日本に寄贈、その返礼に不用

のメガネを専門家による調整をして送り届け

るというものです。 

一人でも多く、コロナに負けないで、世の

中に光を取り戻してほしいものです。 

＊注記 

1) ご協力の方へお願い 

事前に水洗いか消毒液で

拭いておいて下さい。 

2) 近眼、老眼、大人、子 

供用でもかまいません。 

サングラスは受け付け 

ません。 

3) 今年の締め切り  

令和2年11月末(次回来年5月末) 

4) 担当者：上村サト子  

会員外の方ＶＧ槻輪会員にお届けくだい。 

 

総持寺のまち並み 

総持寺の石標を 

背負う贔屓 

名古屋城の金鯱 

２０２０年８月度行事予定  

ナレッジキャピタル訪問：大阪市北区大深町 

最先端の技術を肌で感じよう！！ 

月 日：2020年８月６日（木） 

集 合：JR大阪駅3F連絡橋 改札前の休憩所 集合 

内 容：グランフロント大阪 

その他：１）雨天決行。 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 

 

２０２０年９月度行事予定  

神水流れる清浄な町並み：下鴨地区 

旧三井家下鴨邸訪問・下鴨神社参拝他 

月 日：2020年9月17日（木） 

集 合：京阪出町柳駅改札出口 

内 容：旧三井家下鴨邸訪問見学・下鴨神社参拝他 

その他：１）雨天決行。 

２）詳細は別途配布資料をご参照下さい。 
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